
解の表示式と大域的分岐構造について 

Limiting equation of a cross-diffusion equation の定常解 
 

Cahn-Hilliard equation の定常解 
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limiting equation  as  r→∞  

0>τ : unknown constant 

)(xv ： unknown function 

 cross-diffusion equation 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
rを∞にした極限方程式とは、
τを未知の定数、ｖを未知の関数として、以下のようになります。
この問題を今後（S）と呼びます。
通常τは与えられているものですが，この問題では，τは未知であります。
第１式は、このτを決定するための，積分制約条件です。
また、パラメータを今後A=a1/a2,B=b1/b2,C=c1/c2と表します。
さらに、B<Cのとき、strong competition , B>Cのときweak competitionと呼んでいます。
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We may consider the case  
b1=1, a2=b2=c2=1. 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
rを∞にした極限方程式とは、
τを未知の定数、ｖを未知の関数として、以下のようになります。
この問題を今後（S）と呼びます。
通常τは与えられているものですが，この問題では，τは未知であります。
第１式は、このτを決定するための，積分制約条件です。
また、パラメータを今後A=a1/a2,B=b1/b2,C=c1/c2と表します。
さらに、B<Cのとき、strong competition , B>Cのときweak competitionと呼んでいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
rを∞にした極限方程式とは、
τを未知の定数、ｖを未知の関数として、以下のようになります。
この問題を今後（S）と呼びます。
通常τは与えられているものですが，この問題では，τは未知であります。
第１式は、このτを決定するための，積分制約条件です。
また、パラメータを今後A=a1/a2,B=b1/b2,C=c1/c2と表します。
さらに、B<Cのとき、strong competition , B>Cのときweak competitionと呼んでいます。




,)()1(4
4
1),( 2

2
24

2 kKdkkkd +−+−=τ

( ),,)()(6         

)()1(2
2
1),;(

222
2

22
22

kxkKsnkKkd

kKkdkdxv

+

+−=

where ∈),( 2dk   









+
<< 2222 )()1(4

10:),(
kKk

ddk







>>

===−−+

)1,0(0)(),1,0(0)(

,0)1()0(),1,0(  02
2

inxvinxv
vvinvvvd

x

xxxx τ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Ｖ、τはこのように表示されます。�Ｖは、第一種完全楕円積分とｓｎ関数で表され、τは第一種完全楕円積分で表されます。
ただし、パラメータｋ、ｄ２はこの領域内とします。
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. Multiply  the equation by  vx ,  and integrate over [0,x] , and 
use  vx(1) = 0, we obtain 
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Exact solution v(x) 

Substitute  x = 1 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　a1はこのようになります。
　a1は、３つの完全楕円積分で表されます。
ただし、αはこの式になっています。





Cahn-Hilliard 方程式の定常解の 
大域的分岐構造 
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